
 

 

第２９回世界遺産委員会における知床の審査結果について（概要） 
 

１． 審査結果の概要 

○ ７月１０日より南アフリカ共和国のダーバンで開催されている第２９回世界遺産委員会において、

我が国から世界自然遺産として推薦していた「知床」の審査が行われ、現地時間 ７月１４日

（木） １１：３０（日本時間 ７月１４日（木） １８：３０ ）に世界遺産一覧表への記載が決定した。 

○ 審査の結果採択された決議は以下のとおり。なお、決議は世界遺産委員会最終日の７月１７

日に最終的に決定された。 

 

２．決議 

（１） 登録の可否について  

「知床」を世界遺産一覧表に「登録」することが決議された。 

（２） 該当するクライテリア  

該当するクライテリア（登録基準）は、以下のとおりとされた。 

○ クライテリア（ⅱ）「生態系」 

・ 知床は北半球で最も低緯度に位置する季節海氷域であり、季節海氷の形成による影

響を大きく受け、特異な生態系の生産性が見られるとともに、海洋生態系と陸上生態

系の相互関係の顕著な見本である。 

○ クライテリア（ⅳ）「生物多様性」 

・ 知床は多くの海洋性及び陸上性の種にとって特に重要であり、これらの中にはシマフ

クロウ、シレトコスミレなど多くの希少種が含まれている。 

・ 知床は多くのサケ科魚類、トドや鯨類などの海棲哺乳類にとって世界的に重要であ

る。 

・ 知床は世界的に希少な海鳥類の生息地として重要であるとともに、渡り鳥類にとって

世界的に重要な地域である。 

※ なお、我が国から提案していた「自然景観」は、登録基準に合致しないとされた。 

 

（３） その他の勧告 

上記に加え、次のような措置について勧告がなされた。 

① 遺産地域の海域部分の境界線を海岸線１ｋｍから３ｋｍに拡張するための手続が法的に確定し

た段階で、地図等を世界遺産センターに送付すること。 

② 登録後２年以内に、海域管理計画の履行の進捗状況と遺産地域の海洋資源の保全効果につ

いて評価するための調査団を招くこと。 

③ ２００８年までに完成させる海域管理計画の策定を急ぐこと。その中では海域保全の強化方策

と海域部分の拡張の可能性を明らかにすること。 

④ サケ科魚類へのダムによる影響とその対策に関する戦略を明らかにしたサケ科魚類管理計画

を策定すること。 

⑤ 評価書に示されたその他の課題（観光客の管理や科学的調査などを含む）についても対応す

ること。 

 

（２）その他 

推薦書の準備に際しての公衆参加や、極めて優れた推薦文書の準備、保全管理の強化を求めたＩ

ＵＣＮの勧告への効率的な対応などの過程について高い評価を受けた。 


